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参
議
院
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

　

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
常
任
幹
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
21
日　

概
要
）　

　

７
月
20
日
投
開
票
の
参

院
選
で
、
日
本
共
産
党
の

吉
良
よ
し
子
候
補
が
東
京

選
挙
区
で
３
選
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一

方
、
比
例
選
挙
で
は
得
票

で
２
８
６
万
４
千
票
、
得

票
率
４
・
84
％
に
と
ど
ま

り
、
改
選
４
議
席
か
ら
２

議
席
へ
の
後
退
と
な
る
大

変
に
悔
し
く
残
念
な
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
ご
支
持

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に

心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

自
民
党
、公
明
党
を
、昨

年
の
衆
院
選
に
つ
づ
き
、

参
院
で
も
少
数
に
追
い
込

ん
だ
こ
と
は
、
そ
れ
自
体

と
し
て
は
、
日
本
の
政
治

に
と
っ
て
大
き
な
前
向
き

の
変
化
で
す
。

　

一
方
、
自
民
党
の
補
完

勢
力
や
、
外
国
人
へ
の
差

別
を
売
り
物
に
す
る
排
外

主
義
・
極
右
的
潮
流
が
議

席
と
得
票
を
伸
長
さ
せ
る

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
こ

と
は
重
大
で
す
。
わ
が
党

は
、
こ
れ
ら
の
潮
流
の
危

険
性
を
直
視
し
、
人
間
の

平
等
、
人
権
と
民
主
主
義

を
守
り
抜
く
立
場
か
ら
断

固
と
し
て
た
た
か
い
ま
す
。

　

日
本
の
政
治
は
、
い
ま

大
き
な
歴
史
的
岐
路
に
あ

り
、
政
治
の
大
き
な
激
動

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
い
ま

日
本
の
政
治
に
は
、
時
流

に
流
さ
れ
ず
正
論
を
貫
く

政
党
が
必
要
で
す
。
私
た

ち
は
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
、

国
民
と
と
も
に
、
自
民
党

政
治
に
代
わ
る
新
し
い
政

治
を
模
索
・
探
求
す
る
た

め
に
全
力
を
あ
げ
る
決
意

で
す
。

（
全
文
は
共
産
党
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
）

博
士
課
程
留
学
生
へ
の
生
活
費
支
援

の
見
直
し
方
針

　
　
　

学
生
・
教
職
員
が
抗
議

　

文
科
省
は
博
士
課
程
に

進
学
す
る
学
生
を
支
援
す

る
た
め
、
４
年
前
か
ら
研

究
費
や
生
活
費
な
ど
１
人

あ
た
り
年
間
最
大
２
９
０

万
円
を
支
給
す
る
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
受
給

者
は
大
学
が
決
め
、
国
籍

要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
文
科
省
は
６

月
26
日
、
支
援
額
の
う
ち
、

年
間
最
大
２
４
０
万
円
支

給
さ
れ
る
生
活
費
（
研
究

奨
励
費
）
に
つ
い
て
、
支

援
対
象
を
日
本
人
に
限
定

す
る
見
直
し
案
を
示
し
ま

し
た
。

　

こ
の
方
針
に
学
生
や
院

生
、
教
職
員
か
ら
批
判
が

あ
が
っ
て
い
ま
す
。
新
潟

　

参
院
選
。「
与
党
の
自

民
、
公
明
は
衆
院
に
つ
づ

き
過
半
数
割
れ
に
な
っ

た
」「
参
政
党
と
国
民
民
主

が
議
席
を
大
幅
に
増
や
し

た
が
、
共
産
党
は
議
席
を

減
ら
し
残
念
だ
っ
た
」「
東

京
は
共
産
党
の
吉
良
よ
し

子
さ
ん
が
当
選
し
て
よ

か
っ
た
」「
東
久
留
米
市
、

清
瀬
市
、
東
村
山
市
で
は

吉
良
さ
ん
は
ト
ッ
プ
だ
っ

た
」「
暮
ら
し
を
守
れ
の
公

約
は
責
任
を
も
っ
て
実
行

し
て
ほ
し
い
」「
ま
ず
は
消

費
税
減
税
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

参
政
党
が
取
材
拒
否
。

「
定
例
記
者
会
見
で
神
奈

大
学
職
員
組
合
中
央
執
行

委
員
会
は
「
国
籍
差
別
的

見
直
し
に
断
固
反
対
し
ま

す
」
と
の
声
明
を
出
し
ま

し
た
。
学
費
値
上
げ
反
対

川
新
聞
の
記
者
を
退
席
さ

せ
た
」「
批
判
記
事
を
書
い

て
い
た
記
者
だ
」「
神
奈
川

新
聞
は
到
底
容
認
で
き
な

い
と
抗
議
し
て
い
る
」「
公

党
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

が
問
わ
れ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
米
関
税
交
渉
、
15
％

で
合
意
。「
25
％
か
ら
引
き

下
げ
ら
れ
た
が
高
関
税
に

変
わ
り
は
な
い
」「
も
と
も

と
自
動
車
は
２
・
５
％

だ
っ
た
」「
80
兆
円
の
投
資

や
コ
メ
や
農
産
物
の
輸
入

拡
大
も
約
束
し
た
」「
合
意

文
書
も
作
ら
れ
ず
、
米
側

に
一
方
的
に
変
更
さ
れ
る

恐
れ
も
あ
る
」「
そ
も
そ
も

国
会
で
議
論
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

核
兵
器
廃
絶
で
日
本
被

団
協
・
日
本
原
水
協
・
原

水
禁
が
共
同
ア
ピ
ー
ル
。

「
被
爆
80
年
の
節
目
の
年

だ
」「
核
兵
器
保
有
国
に
核

兵
器
の
廃
絶
の
決
断
を
、

日
本
政
府
に
禁
止
条
約
の

の
声
を
上
げ
る
学
生
有
志

は
ネ
ッ
ト
署
名
を
開
始
し

ま
し
た
。



2025 年 7 月 28 日（月）	 　　　　　　　　　　　インピーダンス　　　　　　  　　　　　　　　　　No.2732（２）

【
職
場
か
ら
の
続
き
】

署
名
・
批
准
を
求
め
、
国

民
的
運
動
を
呼
び
か
け
て

い
る
」「
３
団
体
の
共
同
ア

ピ
ー
ル
は
初
め
て
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

関
西
電
力
、
新
し
い
原

発
建
設
の
調
査
開
始
。「
福

島
原
発
事
故
後
、
原
発
の

新
増
設
で
具
体
的
な
動
き

が
明
ら
か
に
な
る
の
は
初

め
て
だ
」「
革
新
炉
と
い
っ

て
も
安
全
で
は
な
い
」「
核

原水爆禁止 2025 年世界大会 科学者集会

学術の軍事化と核廃絶
　　日時 2025 年８月３日（日）13:30 ～ 16:30 
　　場所 オンライン配信（zoom）
　　参加費 無料

　　　参加お申し込み は 
　　　　https://forms.gle/
　　　　yW2dewYcDM13wKAE8

主催：原水爆禁止 2025 年世界大会科学者集会 実行委員会

　

参
政
党
の
「
新
日
本
憲

法
（
構
想
案
）」
に
は
「
思

想
・
信
条
の
自
由
」（
日
本

国
憲
法
19
条
）な
ど
の「
精

神
の
自
由
」
に
か
か
わ
る

条
項
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
信

教
の
自
由
」（
同
20
条
）
や

検
証
　
参
政
党
の
新
憲
法
案
①

「
思
想
・
信
条
の
自
由
」
な
ど
の

  

精
神
の
自
由
を
「
排
除
」

「
表
現
の
自
由
」（
同
21
条
）

の
規
定
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
国
民
の
自
由
と
権
理 

（
マ
マ
）」
と
し
て
「
主
体

的
に
生
き
る
自
由
を
有
す

る
」
と
し
て
、「
注
」
で

「
包
括
的
な
自
由
権
と
の

解
釈
」
と
し
て
い
る
だ
け

で
す
。
そ
も
そ
も
「
基
本

的
人
権
」
の
文
字
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
「
何
を
考
え
、何
を
思
う

か
」
は
、
個
々
人
の
自
由

で
あ
り
、
そ
の
内
容
で
個

人
を
差
別
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
神
谷
宗
幣

代
表
は
「
国
民
と
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
す
る
」
と
述
べ

ま
す
。
し
か
し
現
憲
法
に

あ
る
規
定
を
あ
え
て
な
く

す
こ
と
に
は
、「
思
想
・
信

条
の
自
由
」
な
ど
を
軽
視
、

も
し
く
は
「
排
除
」
す
る

同
党
の
「
価
値
観
」
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

超富裕層に課税を
ノーベル経済学賞 7氏主張
富の２％で 36兆円の税収増

　

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受

賞
者
７
氏
は
７
日
、
連
名

で「
超
富
裕
層
に
課
税
を
」

と
題
す
る
訴
え
を
仏
紙
ル

モ
ン
ド
（
電
子
版
）
に
掲

載
し
ま
し
た
。

　

訴
え
は
、
米
実
集
家
の

イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏
な

ど
の
例
を
挙
げ
て
、
所
得

税
は
「
税
の
公
正
の
礎
」

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
ビ
リ
オ
ネ
ア（
資
産
10
億

㌦
超
の
富
裕
層
）
の
課
税

ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン

そ
の
後

　

現
政
権
の
大
企
業
優
先

政
策
。
国
民
を
説
得
で
き

る
理
由
が
必
要
だ
。

　

故
安
倍
首
相
の
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
で
と
ら
れ
た
の
は

ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
理
論
で

あ
る
。「
大
企
業
が
富
を
増

や
せ
ば
、
庶
民
に
富
が
自

然
に
滴
り
落
ち
る
。
経
済

も
良
く
な
る
」
と
い
う
も

の
。
し
か
し
滴
り
落
ち
て

こ
な
か
っ
た
。

　

大
企
業
優
遇
や
非
正
規

化
は
今
も
是
正
が
無
い
。

賃
上
げ
は
少
な
く
、
実
質

賃
金
は
下
が
る
ば
か
り
。

　

自
然
に
滴
り
落
ち
て
こ

な
け
れ
ば
、
政
府
の
責
任

で
溜
め
た
富
を
国
民
に
回

す
し
か
な
い
。
消
費
税
減

税
と
と
も
に
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
）

　

正
常
と
さ
れ
る
血
糖
値

の
範
囲
内
で
も
、
20
年
後

の
生
存
率
に
差
が
あ
る
と

す
る
研
究
結
果
を
東
北
大

学
な
ど
の
研
究
グ
ル
ー
プ

が
発
表
。

　

東
北
大
病
院
の
今
井
淳

太
特
命
教
授
ら
は
、
岩
手

県
大
迫
町
（
現
花
巻
市
）

東北大学
血糖値正常範囲でも生存率に違いあり
米科学誌「PNAS　nexus」に掲載（2025 年 6 月）

の
住
民
を
対
象
に
、
１
９

８
６
年
か
ら
４
年
に
１
回

続
く
追
跡
調
査
の
デ
ー
タ

を
活
用
。
ブ
ド
ウ
糖
75
㌘

入
り
の
飲
料
を
摂
取
し
た

後
の
血
糖
値
と
寿
命
の
関

係
を
調
べ
ま
し
た
。

　

調
査
を
初
め
て
受
け
た

時
点
で
糖
尿
病
で
な
か
っ

た
５
９
５
人
の
う
ち
、
摂

取
１
時
間
後
の
血
糖
値
が

血
液
１
デ
シ
リ
ッ
ト
ル
当

た
り
１
７
０
㍉
㌘
未
満
の

グ
ル
ー
プ
は
８
割
近
く
が

生
存
し
、
が
ん
や
心
疾
患

に
よ
る
死
亡
も
少
な
か
っ

た
。
一
方
１
７
０
㍉
㌘
以

上
だ
っ
た
グ
ル
ー
プ
は
20

年
後
に
５
割
近
く
が
死
亡

し
て
い
ま
し
た
。

率
は
平
均
的
な
納
税
者
よ

り
も
低
く
な
っ
て
い
る
」

と
批
判
し
、
各
国
で
超
富

裕
層
に
対
す
る
最
低
課
税

制
度
の
導
入
を
訴
え
ま
し

た
。

　

訴
え
は
、
世
界
の
約
３

０
０
０
人
の
ビ
リ
オ
ネ
ア

に
２
％
課
税
す
る
だ
け
で
、

約
２
５
０
０
億
ド
ル
（
約

36
兆
４
０
０
０
億
円
）
の

税
収
増
に
な
る
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。

の
ゴ
ミ
や
廃
炉
な
ど
の
懸

念
を
先
送
り
に
し
た
新
設

は
到
底
許
さ
れ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

芥
川
賞
、
直
木
賞
と
も
、

受
賞
該
当
作
な
し
。「
両
方

と
も
該
当
作
な
し
は

１
９
９
８
年
以
来
だ
と
い

う
」「
本
屋
さ
ん
は
、い
ず

れ
の
候
補
作
も
か
な
り
の

水
準
に
あ
る
の
だ
か
ら
ぜ

ひ
お
買
い
下
さ
い
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
連
日
猛
暑
が
続
い
て

い
る
」「
北
海
道
で
も
40
度

近
い
猛
暑
だ
」「
夏
は
暑
い

か
ら
涼
し
い
北
海
道
に
行

こ
う
な
ん
て
言
う
の
は
昔

の
こ
と
だ
」「
今
年
初
め
て

セ
ミ
の
鳴
き
声
を
聞
い

た
」


